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第２回トラック輸送における取引環境・労働時間改善

中央協議会及びトラック運送業の生産性向上協議会 

 

平成 27 年 11 月 2 日（月）14 時 00 分～16 時 00 分 

於) 中央合同庁舎３号館１１階 特別会議室 

 

 

【 議 事 次 第】 

 

Ⅰ．開会 

 

Ⅱ．議題 

１． サービス産業の生産性向上協議会について 

２． 荷主及びトラック事業者の取り組み紹介 

３． 地方協議会の開催状況について 

４． トラック輸送における長時間労働の実態調査について 

５． その他 

 

Ⅲ．閉会 

 

【 配 布 資 料 】 

 

議事次第、委員名簿、配席図   

  資料１ サービス業の生産性向上協議会について         【国土交通省】 

  資料２ 荷主・運送事業者のパートナーシップの構築に向けて(例)【（株）カスミ】 

  資料３ 荷主・トラック事業者の好事例へのご意見        【国土交通省】 

資料４ 地方協議会開の開催について              【国土交通省】 

  資料５ トラック輸送における長時間労働の実態調査 概要 

 【厚生労働省・国土交通省】 

  資料６ 企業の競争力強化と豊かな生活を支える物流のあり方 

【日本経済団体連合会】 

  資料７ 人材不足への対応に関する調査結果 概要      【日本商工会議所】 

資料８ トラック運転者労働条件改善事業等について 等     【厚生労働省】 

１ 



 

 

２

トラック輸送における取引環境・労働時間改善中央協議会委員名簿 

トラック運送業の生産性向上協議会委員名簿 

                             （順不同・敬称略） 

   野尻 俊明  流通経済大学学長（座長） 

   齊藤  実  神奈川大学経済学部教授 

   松島  茂  東京理科大学大学院イノベーション研究科教授 

   上田 正尚  （一社）日本経済団体連合会 産業政策本部長 

輪島  忍  （一社）日本経済団体連合会 労働法制本部長 

   栗原  博  日本商工会議所 流通・地域振興部長 

小林 治彦  日本商工会議所 産業政策第二部長 

小林  信  全国中小企業団体中央会 労働・人材政策本部長 

   橋爪 茂久  （公社）日本ロジスティクスシステム協会 専務理事 

   黒川  毅  日本機械輸出組合 国際貿易円滑化委員会委員長 

      成瀬 茂広  トヨタ自動車（株）物流管理部長 

   鈴木 賢司  三菱商事（株）ロジスティクス総括部長 

坂本 克己  （公社）全日本トラック協会 副会長（総務委員長） 

   大髙 一夫  （公社）全日本トラック協会 副会長（物流政策委員長） 

三浦 文雄  （公社）全日本トラック協会 副会長（労働安全・衛生委員長）  

   山本 慎二  日本通運（株）業務部長 

   平川 則男  日本労働組合総連合会 総合政策局長 

村上 陽子  日本労働組合総連合会 総合労働局長 

難波 淳介  全日本運輸産業労働組合連合会 中央執行委員長 

   山口 浩一  全国交通運輸労働組合総連合 中央執行委員長 

   新原 浩朗  内閣府大臣官房審議官（経済財政運営担当） 

   山越 敬一  厚生労働省労働基準局長 

野村 栄悟  経済産業省商務流通保安グループ物流企画室長 

安藤 保彦  中小企業庁事業環境部取引課長 

藤井 直樹  国土交通省自動車局長  

   坂巻 健太  国土交通省総合政策局官房参事官（物流産業） 

 

※新原浩朗内閣府大臣官房審議官はトラック運送業の生産性向上協議会の委員のみ                
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改善前改善前改善前改善前

店舗店舗店舗店舗

回収容器回収容器回収容器回収容器はははは、、、、トラックからトラックからトラックからトラックから降降降降ろされろされろされろされ配送乗務員配送乗務員配送乗務員配送乗務員によってによってによってによって仕分仕分仕分仕分されるされるされるされる。。。。

休憩時間が取れない休憩時間が取れない休憩時間が取れない休憩時間が取れない

センターセンターセンターセンター

３

店舗店舗店舗店舗でのでのでのでの容器整理容器整理容器整理容器整理がががが改善改善改善改善しししし、、、、配送作業配送作業配送作業配送作業とととと手待手待手待手待ちちちち時間時間時間時間がががが削減削減削減削減されたされたされたされた。。。。

改善後改善後改善後改善後

運送事業者運送事業者運送事業者運送事業者とカスミのとカスミのとカスミのとカスミの運送事業者運送事業者運送事業者運送事業者とカスミのとカスミのとカスミのとカスミの

ＷＩＮＷＩＮＷＩＮＷＩＮ・・・・ＷＩＮＷＩＮＷＩＮＷＩＮのののの仕組仕組仕組仕組ＷＩＮＷＩＮＷＩＮＷＩＮ・・・・ＷＩＮＷＩＮＷＩＮＷＩＮのののの仕組仕組仕組仕組

４４４４ｔｔｔｔ車車車車のセンターのセンターのセンターのセンター

容器整理作業容器整理作業容器整理作業容器整理作業がががが

約約約約５０５０５０５０％％％％削減削減削減削減

改善効果改善効果改善効果改善効果

ＷＩＮＷＩＮＷＩＮＷＩＮ・・・・ＷＩＮＷＩＮＷＩＮＷＩＮのののの改善例改善例改善例改善例（（（（１１１１）））） ～～～～店舗店舗店舗店舗とのとのとのとの連携連携連携連携によるドライバーのによるドライバーのによるドライバーのによるドライバーの負担軽減負担軽減負担軽減負担軽減～～～～

4

５



5

月間月間月間月間ランキングランキングランキングランキング

人力仕分人力仕分人力仕分人力仕分

４４４４ｔｔｔｔ車車車車の１の１の１の１台台台台のののの積積積積みみみみ込込込込みみみみ

作業時間平均作業時間平均作業時間平均作業時間平均６４６４６４６４分分分分のののの内内内内、、、、

荷繰荷繰荷繰荷繰りりりり作業作業作業作業がががが

平均平均平均平均２３２３２３２３分分分分あるあるあるある事事事事がががが判明判明判明判明。。。。ドライバードライバードライバードライバー荷繰荷繰荷繰荷繰りりりり

改善前改善前改善前改善前 センターでのセンターでのセンターでのセンターでの商品商品商品商品のののの積積積積みみみみ方方方方がががが乱雑乱雑乱雑乱雑でででで積積積積みみみみ直直直直しにしにしにしに時間時間時間時間がががが掛掛掛掛かるかるかるかる

ＷＩＮＷＩＮＷＩＮＷＩＮ・・・・ＷＩＮＷＩＮＷＩＮＷＩＮのののの改善例改善例改善例改善例（（（（２２２２）））） ～～～～ドライバーとドライバーとドライバーとドライバーと連携連携連携連携したしたしたした積込時間積込時間積込時間積込時間のののの削減削減削減削減～～～～

５

6

人力仕分人力仕分人力仕分人力仕分

ドライバー・ドライバー・ドライバー・ドライバー・構内作業員構内作業員構内作業員構内作業員とのとのとのとのドライバー・ドライバー・ドライバー・ドライバー・構内作業員構内作業員構内作業員構内作業員とのとのとのとの

ＷＩＮＷＩＮＷＩＮＷＩＮ・・・・ＷＩＮＷＩＮＷＩＮＷＩＮのののの仕組仕組仕組仕組ＷＩＮＷＩＮＷＩＮＷＩＮ・・・・ＷＩＮＷＩＮＷＩＮＷＩＮのののの仕組仕組仕組仕組

４４４４ｔｔｔｔ車車車車のセンターのセンターのセンターのセンター

積積積積みみみみ込込込込みみみみ時間時間時間時間がががが

約約約約３６３６３６３６％％％％削減削減削減削減

改善後改善後改善後改善後 １１１１））））配送配送配送配送がががが異常異常異常異常をををを発見発見発見発見したらしたらしたらしたら、、、、構内構内構内構内がががが全全全全てててて積積積積みみみみ直直直直しししし

２２２２））））ドライバーがドライバーがドライバーがドライバーが構内作業者構内作業者構内作業者構内作業者へへへへ積積積積みみみみ方方方方をををを教教教教えるえるえるえるＯＪＴＯＪＴＯＪＴＯＪＴをををを実施実施実施実施

ＷＩＮＷＩＮＷＩＮＷＩＮ・・・・ＷＩＮＷＩＮＷＩＮＷＩＮのののの改善例改善例改善例改善例（（（（２２２２）））） ～～～～ドライバーとドライバーとドライバーとドライバーと連携連携連携連携したしたしたした積込時間積込時間積込時間積込時間のののの削減削減削減削減～～～～

商品商品商品商品がががが揺揺揺揺れないれないれないれない積積積積みみみみ方方方方

６

６



重い商品の上積み

「仕分けに時間がかかるし、重労働。どうにかしてほし

い・・・」

おおおお店店店店とととと現地現物現地現物現地現物現地現物でででで

意見交換意見交換意見交換意見交換しながらしながらしながらしながら、、、、

商品積商品積商品積商品積みみみみ方方方方マニュアルをマニュアルをマニュアルをマニュアルを

変更変更変更変更

店舗店舗店舗店舗のののの作業作業作業作業にににに沿沿沿沿ったったったった積積積積みみみみ方方方方マニュアルをマニュアルをマニュアルをマニュアルを作成作成作成作成。。。。

お店の環境変化に物流が対応・・・

店舗店舗店舗店舗からのからのからのからの声声声声 『『『『女性女性女性女性にににに優優優優しいしいしいしい青果青果青果青果・グロサリー・グロサリー・グロサリー・グロサリー台車台車台車台車のののの積積積積みみみみ方方方方にならないかにならないかにならないかにならないか』』』』

重い商品重い商品

を定義を定義

積み方を積み方を

決めて決めて

みんなでみんなで

共有共有

ＷＩＮＷＩＮＷＩＮＷＩＮ・・・・ＷＩＮＷＩＮＷＩＮＷＩＮのののの改善例改善例改善例改善例（（（（３３３３）））） ～～～～女性女性女性女性にもにもにもにも優優優優しいしいしいしい荷役作業荷役作業荷役作業荷役作業のののの導入導入導入導入～～～～

７

8

調達物流を利用した納品代行を実施調達物流を利用した納品代行を実施調達物流を利用した納品代行を実施調達物流を利用した納品代行を実施

空スペース少

空スペース多

大口メーカー○大口メーカー○大口メーカー○大口メーカー○

小口メーカー小口メーカー小口メーカー小口メーカー××××

２便入荷 ２便出荷

入荷フロー

１８時 ５時 ６時 ９時 １８時２１時

共同配送ネットワークの構築②

センター前センター運用によるＪＩＴ入荷センター前センター運用によるＪＩＴ入荷センター前センター運用によるＪＩＴ入荷センター前センター運用によるＪＩＴ入荷

加工肉加工肉加工肉加工肉

メーカー様メーカー様メーカー様メーカー様

３便フェーズ３便フェーズ３便フェーズ３便フェーズ３便フェーズ３便フェーズ３便フェーズ３便フェーズ

小口メーカー小口メーカー小口メーカー小口メーカー

調達便調達便調達便調達便

小口メーカー小口メーカー小口メーカー小口メーカー

調達便調達便調達便調達便

センター前センターセンター前センターセンター前センターセンター前センター

小口メーカー小口メーカー小口メーカー小口メーカー

転送便転送便転送便転送便

流通加工流通加工流通加工流通加工流通加工流通加工流通加工流通加工

相乗りベンダー相乗りベンダー相乗りベンダー相乗りベンダー

１２社１２社１２社１２社

１２社１２社１２社１２社

集集集集 約約約約

Ａ社Ａ社Ａ社Ａ社

Ｂ社Ｂ社Ｂ社Ｂ社

Ｃ社Ｃ社Ｃ社Ｃ社

Ｄ社Ｄ社Ｄ社Ｄ社

Ｅ社Ｅ社Ｅ社Ｅ社

Ｆ社Ｆ社Ｆ社Ｆ社

Ｇ社Ｇ社Ｇ社Ｇ社

Ｈ社Ｈ社Ｈ社Ｈ社

Ｉ社Ｉ社Ｉ社Ｉ社

Ｊ社Ｊ社Ｊ社Ｊ社

Ｋ社Ｋ社Ｋ社Ｋ社

Ｌ社Ｌ社Ｌ社Ｌ社

Ｍ社Ｍ社Ｍ社Ｍ社

Ｎ社Ｎ社Ｎ社Ｎ社

Ｏ社Ｏ社Ｏ社Ｏ社

Ｐ社Ｐ社Ｐ社Ｐ社

Ｑ社Ｑ社Ｑ社Ｑ社

Ｒ社Ｒ社Ｒ社Ｒ社

ＷＩＮＷＩＮＷＩＮＷＩＮ・・・・ＷＩＮＷＩＮＷＩＮＷＩＮのののの改善例改善例改善例改善例（（（（５５５５）））） ～～～～共同配送共同配送共同配送共同配送ネットワークのネットワークのネットワークのネットワークの構築構築構築構築によるによるによるによる物流効率化物流効率化物流効率化物流効率化～～～～

８
７



ＣＣＣＣ社社社社 ＩＩＩＩ社社社社 ＰＰＰＰ社社社社 ＥＥＥＥ社社社社 ＪＪＪＪ社社社社

５０５０５０５０５０５０５０５０

１００１００１００１００１００１００１００１００

１５０１５０１５０１５０１５０１５０１５０１５０

２００２００２００２００２００２００２００２００

≪改善効果≫≪改善効果≫≪改善効果≫≪改善効果≫

（（（（分分分分））））

【【【【入荷仕分時間入荷仕分時間入荷仕分時間入荷仕分時間】】】】

３３％削減３３％削減３３％削減３３％削減

必ず決められた時間で帰ってくる車両必ず決められた時間で帰ってくる車両必ず決められた時間で帰ってくる車両必ず決められた時間で帰ってくる車両

配送コストも大幅に削減配送コストも大幅に削減配送コストも大幅に削減配送コストも大幅に削減

ＷＩＮＷＩＮＷＩＮＷＩＮ・・・・ＷＩＮＷＩＮＷＩＮＷＩＮのののの改善例改善例改善例改善例（（（（５５５５）））） ～～～～共同配送共同配送共同配送共同配送ネットワークのネットワークのネットワークのネットワークの構築構築構築構築によるによるによるによる物流効率化物流効率化物流効率化物流効率化～～～～

９

カイゼン事例件数カイゼン事例件数カイゼン事例件数カイゼン事例件数カイゼン事例件数カイゼン事例件数カイゼン事例件数カイゼン事例件数 ２００４年～２０１５年２００４年～２０１５年２００４年～２０１５年２００４年～２０１５年２００４年～２０１５年２００４年～２０１５年２００４年～２０１５年２００４年～２０１５年

■ＪＩＬＳ全国大会２０１０

（ＫＤＣチーム 全国1位）

（岩瀬ＤＣチーム 全国2位）

■ＪＩＬＳ全国大会２０１１

（岩瀬ＤＣチーム 全国1位）

（ＫＤＣチーム 全国2位）

■ＪＩＬＳ全国大会２０１２

（岩瀬ＤＣチーム 全国1位）

（ＫＤＣチーム 入賞）

■ＪＩＬＳ全国大会２０１４

（ＣＤＣチルドチーム 全国1位）

（カスミ事務チーム 全国2位）

日本ロジスティクスシステム協会主催日本ロジスティクスシステム協会主催日本ロジスティクスシステム協会主催日本ロジスティクスシステム協会主催日本ロジスティクスシステム協会主催日本ロジスティクスシステム協会主催日本ロジスティクスシステム協会主催日本ロジスティクスシステム協会主催

ＪＩＬＳ物流改善事例大会出場事例ＪＩＬＳ物流改善事例大会出場事例ＪＩＬＳ物流改善事例大会出場事例ＪＩＬＳ物流改善事例大会出場事例ＪＩＬＳ物流改善事例大会出場事例ＪＩＬＳ物流改善事例大会出場事例ＪＩＬＳ物流改善事例大会出場事例ＪＩＬＳ物流改善事例大会出場事例

■ＪＩＬＳ全国大会２０１５

（カスミチルドチーム 入賞）

（カスミドライチーム 入賞）

◇◇◇◇◇◇◇◇ カスミ物流改善の１２年間の取組みカスミ物流改善の１２年間の取組みカスミ物流改善の１２年間の取組みカスミ物流改善の１２年間の取組みカスミ物流改善の１２年間の取組みカスミ物流改善の１２年間の取組みカスミ物流改善の１２年間の取組みカスミ物流改善の１２年間の取組み ◇◇◇◇◇◇◇◇

１０

８



【【【【機密性機密性機密性機密性２２２２】】】】

・本件の事例は、容易に一般化できない企業の風

土、企業の価値観があることを認識したうえで、他

企業においては本件好事例の中からヒントを獲得

することが肝要であろう。

・自社のおかれている環境（地理的、取扱い品目

等）を客観的に把握、認識し、改善の目的を明確

化したうえで取組を進めることが大切である。その

際、コストについて関係者間で合意が必要であろ

う。

・物流市場、取引環境は刻々を変化していることを

踏まえたうえで、改善の方向性を定め柔軟に対応

する必要がある。

・荷主・物流事業者間では、改善の目的の共通化

を図り、改善内容（プロセス）を見える化することが

重要である。

・あらゆる取引（ビジネス）は、経済原則に則りな

がらも関係者間の良好な人間関係、信頼関係の

構築、維持が重要である。

・本事例事業所では、3PLの安易な利用に警鐘を
鳴らしており、参考にすべきである。

荷主・トラック事業者の好事例へのご意見

取組取組取組取組のいいのいいのいいのいい点点点点 改善改善改善改善をををを行行行行うううう場合場合場合場合のアドバイスのアドバイスのアドバイスのアドバイス

【流通経済大学学長 野尻俊明 】

・明確な企業理念、目的をもって改善に取り組ん

でいることが、最も評価される。

・関係する人々の良好な人間関係の構築が前提

となっており、システム化、マニュアル化が進む流

通、物流のセンター管理に一石を投じるものと

なっている。

・自社の展開に応じて、地域や作業の特性を活

かした改善の取組がなされている。

・改善に当たっては、現場主義を徹底し関係事業

者間でのWIN―WINの関係を基本としている。
・社会の少子高齢化を踏まえて、女性や高齢者

の活用を積極的に行い、人材の確保、育成に成

功している。

・組織の縦割りをできるだけ排除する目的で、多

能化が進められている。

【【【【機密性機密性機密性機密性２２２２】】】】

荷主企業であるスーパーの物流管理者が、以前物流

事業者のスタッフとして3PL業務を経験しており、配送を
含めて物流の実態を充分に把握していた。こうした物流

に精通した管理者がいるなかで、現場での労働時間改

善に向けた取組みが実現されている。さらには、配送を

担うトラック運送事業者との間でも緊密な関係が維持さ

れており、課題解決に向けた取り組みが両者の協働のも

とで実現できた。

今回のケースを見ると、荷主企業が物流を積極的に改

善していく基本的な姿勢をしっかりと持っており、それが

あるからこそ、ドライバーの労働時間短縮の問題を改善

することにも積極的に取組むことができたと考えられる。

しかしながら、実際にはこうした荷主企業はむしろ少なく、

物流の改善に積極的でない荷主企業が多い。

したがって、こうした事例を参考にしてトラック運送業者

側で、より積極的に多様な物流の現場の改善を提案して

いくことが重要だと考えられる。荷主企業と物流の現場で

の問題点について情報を共有して、効率化を実現するこ

とが荷主企業のメリットになることを明らかにし、物流の改

善マインドを引き出しながら、ドライバーの長時間労働の

改善につながる提案を行うことが必要である。

荷主・トラック事業者の好事例へのご意見

改善改善改善改善をををを行行行行うううう場合場合場合場合のアドバイスのアドバイスのアドバイスのアドバイス

【神奈川大学経済学部教授 齊藤実 】

荷主企業であるスーパーは、物流が小売業にとっ

て重要な生命線だという考えから、配送センターへ

の設備投資を行い、自社の物流システムの効率化

に積極的に取り組んできた。そして、物流現場では

独自の改善活動を繰り広げており、これによって作

業の効率化を押し進めて、現場労働の軽減してき

た。こうした企業の物流を改善する積極的な取り組

みの姿勢が、今回のドライバーの長時間労働を改

善するのに重要な要素となっている。

さらに、スーパーは、配送センター、配送、店舗な

ど、それぞれの部門でさまざまな課題を抱えている

なかで、事業運営において「部分最適から全体最

適」といったロジスティクスの考えを持っている。こ

れに基づいて、各セクションの部分最適を改めて、

企業の全体最適を実現することが指向されている。

今回のドライバーの労働時間短縮の取り組みで

は、配送センターで回収品を短時間で処理するた

めに、店舗で回収品の仕分けを行うことが大きなポ

イントとなっている。それは店側にとっては新たな負

担となるのであって、これをすべての店舗で負担で

きるように組織的な取組みが行われた。結果として、

全体最適につながる改善を達成することが可能と

なった。

取組取組取組取組のいいのいいのいいのいい点点点点

９



地
方
協
議
会
の
開
催
に
つ
い
て

開
催
日

開
催
日

開
催
日

開
催
日

北
海
道

北
海
道

北
海
道

北
海
道

北
海
道

7 月
24
日

東
北

東
北
東
北

東
北

青
森

7 月
29
日

岩
手

7 月
30
日

宮
城

7 月
31
日

秋
田

7 月
30
日

山
形

7 月
27
日

福
島

7 月
27
日

関
東

関
東
関
東

関
東

茨
城

7 月
24
日

栃
木

7 月
30
日

群
馬

7 月
31
日

埼
玉

7 月
22
日

千
葉

7 月
27
日

東
京

7 月
13
日

神
奈
川

7 月
27
日

山
梨

7 月
28
日

北
陸

北
陸
北
陸

北
陸

信
越

信
越
信
越

信
越

新
潟

7 月
13
日

長
野

7 月
30
日

富
山

7 月
27
日

石
川

8 月
7 日

中
部

中
部
中
部

中
部

愛
知

7 月
23
日

静
岡

8 月
7 日

岐
阜

8 月
3 日

三
重

8 月
3 日

福
井

7 月
30
日

開
催
日

開
催
日

開
催
日

開
催
日

近
畿

近
畿
近
畿

近
畿

大
阪

7 月
23
日

京
都

8 月
4 日

兵
庫

8 月
3 日

滋
賀

7 月
27
日

奈
良

7 月
28
日

和
歌
山

8 月
7 日

中
国

中
国
中
国

中
国

広
島

7 月
23
日

鳥
取

7 月
27
日

島
根

8 月
3 日

岡
山

8 月
6 日

山
口

7 月
29
日

四
国

四
国
四
国

四
国

徳
島

7 月
29
日

香
川

7 月
30
日

愛
媛

8 月
6 日

高
知

7 月
31
日

九
州

九
州
九
州

九
州

福
岡

8 月
4 日

佐
賀

8 月
11
日

長
崎

8 月
10
日

熊
本

8 月
6 日

大
分

7 月
23
日

宮
崎

8 月
6 日

鹿
児
島

8 月
5 日

沖
縄

沖
縄
沖
縄

沖
縄

沖
縄

7 月
31
日

※
各
都
道
府
県
の
第
１
回
協
議
会
は
平
成

27
年

8月
11
日
ま
で
に
開
催
済
み
。

１
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ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に
お
け
る
長
時
間
労
働
の
実
態
調
査
概
要

○
本
調
査
は
、
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に
お
け
る
労
働
時
間
の
内
訳
、
手
待
ち
時
間
の
詳
細
、
荷
役
の
契
約
の
有
無
な
ど
、
長
時
間
労
働
の
実
態
及
び
原
因
を
明
ら
か
に
し
、
今
後

の
取
引
慣
行
の
改
善
な
ど
、
労
働
時
間
短
縮
の
た
め
の
対
策
検
討
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
厚
生
労
働
省

厚
生
労
働
省

厚
生
労
働
省

厚
生
労
働
省
、 、、、
国
土
交
通
省

国
土
交
通
省

国
土
交
通
省

国
土
交
通
省
が ががが
共
同

共
同
共
同

共
同
し
て
し
て
し
て
し
て
実
施

実
施
実
施

実
施
す
る
。

○
今
後
、
対
策
を
検
討
・
推
進
し
て
い
く
上
で
、
本
調
査
に
よ
る
正
確
な
実
態
把
握
が
何
よ
り
も
重
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
円
滑
か
つ
正
確
な
情
報
収
集
に
向
け
て
、
調
査
に

お
い
て
報
告
さ
れ
た
デ
ー
タ
等
は
統
計
的
に
処
理
し
、
運
輸
支
局

運
輸
支
局

運
輸
支
局

運
輸
支
局
や ややや
労
働
基
準
監
督
署

労
働
基
準
監
督
署

労
働
基
準
監
督
署

労
働
基
準
監
督
署
に
よ
る

に
よ
る

に
よ
る

に
よ
る
監
査
等

監
査
等

監
査
等

監
査
等
に ににに
使
用

使
用
使
用

使
用
し
な
い

し
な
い

し
な
い

し
な
い
旨 旨旨旨
を ををを
周
知

周
知
周
知

周
知
。

①
調
査
の
目
的
等

①
調
査
の
目
的
等

①
調
査
の
目
的
等

①
調
査
の
目
的
等

・
地
方
ト
ラ
ッ
ク
協
会
（
４
７
協
会
）
の
会
員
事
業
者
で
各
都
道
府
県

各
都
道
府
県

各
都
道
府
県

各
都
道
府
県
2
0
2
0
2
0
2
0
社
以
上

社
以
上

社
以
上

社
以
上
の ののの
事
業
者

事
業
者

事
業
者

事
業
者
か
ら

か
ら
か
ら

か
ら
1
0
0

1
0
0
1
0
0

1
0
0
ド
ラ
イ
バ
ー

ド
ラ
イ
バ
ー

ド
ラ
イ
バ
ー

ド
ラ
イ
バ
ー
分 分分分
を ををを
回
収

回
収
回
収

回
収
す
る
す
る
す
る
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
、

東
京
・
愛
知
・
大
阪
・
北
海
道
は
3
0
社
以
上
の
事
業
者
か
ら
1
5
0
ド
ラ
イ
バ
ー
分
を
回
収
予
定

②
調
査
対
象
者

②
調
査
対
象
者

②
調
査
対
象
者

②
調
査
対
象
者

③
調
査
内
容

③
調
査
内
容

③
調
査
内
容

③
調
査
内
容

ド
ラ
イ
バ
ー
に
下
記
の
各
業
務
に
掛
か
っ
た
時
間
等
を
記
入
し
て
頂
き
、
１
日
の
労
働
時
間
、
業
務
内
容
に
つ
い
て
把
握
す
る
。
（
運
転
日
報
を
よ
り
詳
し
く
し
た
調
査
票

を
イ
メ
ー
ジ
。
9 999
月 月月月
の ののの
1 111
週
間

週
間
週
間

週
間
（ （（（
9
/
1
4

9
/
1
4

9
/
1
4

9
/
1
4
（ （（（
月 月月月
）
～
）
～
）
～
）
～
9
/
2
0

9
/
2
0

9
/
2
0

9
/
2
0
（ （（（
日 日日日
） ）））
の ののの
7 777
日
間

日
間
日
間

日
間
) )))
分 分分分
を ををを
調
査
対
象
期
間

調
査
対
象
期
間

調
査
対
象
期
間

調
査
対
象
期
間
と
す
る

と
す
る

と
す
る

と
す
る
。
）

併
せ
て
、
ト
ラ
ッ
ク
事
業
者
の
属
性
（
保
有
車
両
数
、
ド
ラ
イ
バ
ー
数
、
荷
主
企
業
と
の
状
況
等
）
に
つ
い
て
も
把
握
し
、
全
国
及
び
各
都
道
府
県
に
お
い
て
傾
向
を
分
析

す
る
。

①
始
業
時
間
、
始
業
点
呼
、
日
常
点
検
、
乗
務
前
点
呼

②
発
荷
主
側
で
の
手
待
ち
（
対
象
荷
主
名
、
手
待
ち
の
内
容
）

③
発
荷
主
側
で
の
荷
役
（
そ
の
作
業
の
対
象
荷
主
名
、
荷
役
の
内
容
及
び
方
法
（
手
荷
役
、
フ
ォ
ー
ク
等
）
、
荷
役
に
対
す
る
書
面
化
及
び
料
金
収
受
の
有
無
）

④
運
転
時
間
（
一
般
道
路
、
高
速
道
路
（
高
速
料
金
の
支
払
い
の
有
無
）
の
別
）

⑤
着
荷
主
側
で
の
手
待
ち
（
対
象
荷
主
名
、
手
待
ち
の
内
容
）

⑥
着
荷
主
側
で
の
荷
役
（
そ
の
作
業
の
対
象
荷
主
名
、
荷
役
の
内
容
及
び
方
法
（
手
荷
役
、
フ
ォ
ー
ク
等
）
、
荷
役
に
対
す
る
書
面
化
及
び
料
金
収
受
の
有
無
）

⑦
終
業
後
の
作
業
、
乗
務
後
点
呼
、
終
業
時
間

等

④
調
査
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

④
調
査
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

④
調
査
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

④
調
査
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

平
成
2
7
年
7
月
調
査
票
等
を
確
定

8
月
地
方
ト
ラ
ッ
ク
協
会
を
経
由
し
て
対
象
事
業
者
へ
調
査
票
一
式
を
配
布

9
月
調
査
実
施
、
調
査
票
の
提
出

平
成
2
7
年
1
0
～
1
2
月
調
査
票
の
集
計
・
分
析

平
成
2
8
年
1
月

中
央
協
議
会
に
結
果
報
告

2
～
3
月

都
道
府
県
協
議
会
に
結
果
報
告

１
１
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2
0
1
5年

1
1月

２
日
 

深
刻
化
す
る
人
手
不
足

 

  

求
め
る
人
材
に
つ
い
て

 

▶人
手
不
足
企
業
が
求
め
る
人
材
と
し
て
は
、
「
一
定
の
キ
ャ
リ
ア
を
積
ん
だ
ミ
ド
ル
人
材
」

 
 
  
 

（
６
７
．
９
％
）
が
最
も
高
く
、
「
管
理
職
経
験
者
等
の
シ
ニ
ア
人
材
」
は
低
い
割
合
で
あ
っ

た
 （

図
５
）
。
企
業
が
、
教
育
が
必
要
な
大
学
や
高
校
の
新
卒
よ
り
も
、
現
場
に
お
い
て
す

ぐ
に
仕
事
を
任
せ
ら
れ
る
即
戦
力
と
し
て
の
ミ
ド
ル
人
材
に
期
待
を
寄
せ
て
い
る
こ
と
が
う
か

が
え
る
。

 

▶
業
種
別
に
見
て
も
、
す
べ
て
の
業
種
で
「
ミ
ド
ル
人
材
」
の
割
合
が
最
も
高
い
（
図
６
）
。

 

日
本
商
工
会
議
所

 
提
出
資
料

 
『
人
手
不
足
へ
の
対
応
に
関
す
る
調
査
結
果
』 

概
要
（
１
）
 

－
（２

０
１
５
年
８
月

2
6
日
公
表
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f）
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n
 =

2
,6

2
5
 

図
３
：
人
員
の
過
不
足
状
況
に
つ
い
て
（
％
）
 

図
４
：
図
１
の
設
問
で
、
人
員
が
「
不
足
」
と
回
答
し
た
企
業
の
割
合

（
業
種
別
・％

）
 

n
 =

1
,3

1
9
 

（
％
）

 

図
５
：
求
め
る
人
材
に
つ
い
て
（
図
３
の
設
問
で
「不

足
」と
回
答
し
た
企
業
の
み
）
【複

数
回
答
】 

 
 

 
＜
全
産
業
＞

 

  

調
査
概
要

 

7
2

.2
 

6
0

.9
 

6
0

.7
 

5
8

.1
 

5
6

.7
 

5
3

.6
 

4
7

.2
 

4
4

.4
 

4
4

.1
 

5
0

.7
 

0
2

0
4

0
6

0
8

0

介
護
・看

護
 n

=3
6 

運
輸
業

 n
=1

15
 

建
設
業

 n
=3

87
 

そ
の
他
サ
ー
ビ
ス

 n
=3

27
 

情
報
通
信
・情

報
サ
ー
ビ
ス
業

 n
=6

7 

不
動
産
業

 n
=2

8 

卸
売
・小

売
・飲

食
店

 n
=6

12
 

金
融
・保

険
業

 n
=1

8 

製
造
業

 n
=9

70
 

そ
の
他

 n
=1

36
 

▶
 人

員
の
過
不
足
状
況
に
つ
い
て
は
、
全
体
の
半
数
以
上
の
企
業
で
「
不
足
し
て
い
る
」
と
回
答

  

（
図
３
）
が
あ
り
、
人
手
不
足
が
深
刻
。
業
種
別
に
見
る
と
「
介
護
・
看
護
」
「
運
輸
業
」
「
建
設

業
」
で
人
手
不
足
感
が
強
い
（
図
４
）
。

 

n
 =

1
,2

9
9
 

▶
日
本
商
工
会
議
所
（
三
村
明
夫
会
頭
）
は
こ
の
た
び
、
「
人
手
不
足
へ
の
対
応
に
関
す
る
調
査
結

果
」
を
取
り
ま
と
め
た
。
本
調
査
は
、
全
国
の
中
小
企
業

4
,0
7
2社

を
対
象
に
、
人
手
不
足
に
つ
い

て
の
影
響
を
把
握
す
る
た
め
に
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を
行
っ
た
も
の
。

 

（
調
査
期
間
：

27
 年

6
 月

1～
23
 日

  
回
答
数
：

2,
62
5
 事

業
者
、
回
答
率
：

64
.5
％
）
 

図
１
：
回
答
企
業
の
内
訳
：
業
種
別
（％

） 
図
２
：
回
答
企
業
の
内
訳
：
従
業
員
数
規
模
別
（％

） 

図
６
：
求
め
る
人
材
に
つ
い
て
（
図
３
の
設
問
で
「不

足
」と
回
答
し
た
企
業
の
み
【複

数
回
答
】 

 

 
 

 
＜
業
種
別
集
計
＞

 

（
％
）
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2
0
1
5年

1
1月

2日
 

▶
 少

子
化
に
よ
る
労
働
力
人
口
の
減
少
と
い
う
構
造
的
な
課
題
の
中
で
わ
が
国
が
成
長
を
維
持
す
る

た
め
に
は
労
働
生
産
性
の
向
上
が
不
可
欠
。
労
働
生
産
性
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、

回
答
し
た
企
業
の
半
数
以
上
が
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
る
結
果
と
な
っ
た
（
図
１
１
）
。

 
▶
 従

業
員
数
規
模
の
小
さ
な
企
業
ほ
ど
生
産
性
向
上
に
取
り
組
め
て
い
な
い
傾
向
に
あ
り

 
 
 
 

（
図
１
２
）
、
商
工
会
議
所
は
今
後
と
も
様
々
な
支
援
を
と
お
し
て
企
業
の
取
り
組
み
を
支
援
し
て

い
く
。
 

▶
 実

施
し
て
い
る
企
業
に
対
し
取
り
組
み
内
容
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
「
人
材
育
成
」
が
７
１
．
２
％

と
な
っ
た
（
図
１
３
）
。

 

日
本
商
工
会
議
所

 
提
出
資
料

 

『
人
手
不
足
へ
の
対
応
に
関
す
る
調
査
結
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概
要
（
２
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  人
手
不
足
解
消
に
向
け
た
若
者
・
女
性
・
高
齢
者
の
活
躍
、
外
国
人
の
受
入
れ
に
つ
い
て

 

▶
人
手
不
足
解
消
に
は
、
意
欲
と
能
力
の
あ
る
多
様
な
人
材
が
活
躍
で
き
る
環
境
の
整
備
が
不
可
欠
。

 
▶
女
性
の
活
躍
促
進
に
つ
い
て
「
実
施
し
て
い
る
（
４
２
．
８
％
）
」
、
「
実
施
を
検
討
し
て
い
る
（
２
１
．
０
％
）
」
を
合

計
す
る
と
、
６
割
を
超
え
る
企
業
で
女
性
の
活
躍
推
進
に
つ
い
て
対
応
を
講
じ
て
い
る
（
図
７
・
図
８
）
。

 

▶
高
齢
者
の
活
躍
推
進
に
つ
い
て
は
、
既
に
６
５
歳
以
降
ま
で
働
け
る
仕
組
み
を
構
築
済
み
の
企
業
が

７
１
．
３
％
で
、
中
小
企
業
に
お
け
る
よ
り
一
層
の
高
齢
者
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
（
図
９
）
。

 

▶
非
技
術
的
分
野
の
外
国
人
の
受
入
れ
に
つ
い
て
は
、
企
業
の
見
方
は
分
か
れ
て
い
る
（
図
１
０
）
。
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図
７
：
女
性
の
活
躍
促
進
に
つ
い
て
（
％
）
 

図
９
：
６
５
歳
以
降
ま
で
勤
務
が
で
き
る
社
内
体
制
（％

） 

図
１
１
：
労
働
生
産
性
向
上
へ
の
取
り
組
み
実
施
状
況
（
％
）
 

図
１
２
：
労
働
生
産
性
向
上
へ
の
取
り
組
み
状
況
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図
１
０
：
非
技
術
的
分
野
の
外
国
人
労
働
者
の
受
入
れ
（％
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図
８
：
実
施
し
て
い
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
（
％
）
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数
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設
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実
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て
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た
企
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の
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図
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い
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受
託
者

（
チ
ー
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

発
注
者

発
注
者

発
注
者

発
注
者
（ （（（
荷
主

荷
主
荷
主

荷
主
） ）））

厚
生
労
働
省

個
別
指
導
等

協
議
会

協
議
会

協
議
会

協
議
会

下
請
運
送
業
者

下
請
運
送
業
者

下
請
運
送
業
者

下
請
運
送
業
者

元
請
貨
物
自

元
請
貨
物
自

元
請
貨
物
自

元
請
貨
物
自

動
車
運
送
業

動
車
運
送
業

動
車
運
送
業

動
車
運
送
業

者 者者者

・
協
議
会
は
発
注
者
（
荷
主
）
か
ら
連
な
る
貨
物

運
送
業
務
受
注
事
業
場
を
構
成
員
と
す
る
多
層

構
造

・
協
議
会
は
発
注
者
（
荷
主
）
、
元
請
運
送
事
業

者
、
下
請
運
送
事
業
者
を
含
め
３
事
業
場
以
上

委
託

元
請
貨
物
自
動

元
請
貨
物
自
動

元
請
貨
物
自
動

元
請
貨
物
自
動

車
運
送
業
者

車
運
送
業
者

車
運
送
業
者

車
運
送
業
者

下
請
運
送
業
者

下
請
運
送
業
者

下
請
運
送
業
者

下
請
運
送
業
者

現
行
施
策
の
例
①
：
ト
ラ
ッ
ク
運
転
者
労
働
条
件
改
善
事
業
に
つ
い
て
（
厚
生
労
働
省
委
託
事
業
）

現
行
施
策
の
例
①
：
ト
ラ
ッ
ク
運
転
者
労
働
条
件
改
善
事
業
に
つ
い
て
（
厚
生
労
働
省
委
託
事
業
）

厚
生
労
働
省
で
平
成
2
4
年
度
か
ら
行
っ
て
い
る
、
ト
ラ
ッ
ク
運
転
者
の
労
働
条
件
改
善
事
業
。
荷
主
企
業
、
元
請
運
送
事

業
者
及
び
そ
の
元
請
運
送
事
業
者
の
下
請
運
送
事
業
者
を
含
め
た
協
議
会
を
設
置
し
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
個
別
指
導

等
を
通
じ
て
、
長
時
間
労
働
を
改
善
す
る
取
組
。
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【
事
例
紹
介
】
ト
ラ
ッ
ク
運
転
者
労
働
条
件
改
善
事
業

【
事
例
紹
介
】
ト
ラ
ッ
ク
運
転
者
労
働
条
件
改
善
事
業

Ca
se

１
導

線
と

積
込

作
業

の
改

善
で

⾞
両

待
機

時
間

を
短

縮
化

（
荷

主
：

家
電

メ
ー

カ
ー

）
Ca

se
１

導
線

と
積

込
作

業
の

改
善

で
⾞

両
待

機
時

間
を

短
縮

化
（

荷
主

：
家

電
メ

ー
カ

ー
）

Ca
se

２
回

収
物

の
降

ろ
し

作
業

時
間

短
縮

に
よ

る
拘

束
時

間
削

減
（

荷
主

：
⾷

品
ス

ー
パ

ー
）

Ca
se

２
回

収
物

の
降

ろ
し

作
業

時
間

短
縮

に
よ

る
拘

束
時

間
削

減
（

荷
主

：
⾷

品
ス

ー
パ

ー
）

Ca
se

３
デ

ー
タ

の
活

用
に

よ
り

場
内

作
業

を
ス

ム
ー

ズ
に

（
荷

主
：

製
紙

メ
ー

カ
ー

）
Ca

se
３

デ
ー

タ
の

活
用

に
よ

り
場

内
作

業
を

ス
ム

ー
ズ

に
（

荷
主

：
製

紙
メ

ー
カ

ー
）

・
製
造
建
屋
→
出
荷
建
屋
へ
の

横
持
ち
運
搬

・
積
込
み
車
両
の
手
待
ち

各
改
善
策
の
相
乗
効
果
に
よ
り

車
両
１
台
あ
た
り
の
待
機
時
間
を

9
～
1
0
分
程
度
短
縮
化

【
対
策
】

①
建
屋
間
運
搬
を
削
減
し
製
造
建
屋
か
ら
の

ダ
イ
レ
ク
ト
出
荷

②
積
込
作
業
の
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
荷
役
併
用

③
出
荷
建
屋
の
導
線
改
善
、
接
車
ス
ペ
ー
ス

拡
大
出
入
口
の
拡
張
等

B
e
fo
r
e

A
ft
e
r

・
回
収
物
の
降
ろ
し
作
業
に
時

間
が
か
か
る
。

・
降
ろ
し
作
業
の
順
番
待
ち
で
手

待
ち
時
間
発
生

・
作
業
時
間
と
手
待
ち
時
間
の

短
縮
、
拘
束
時
間
の
短
縮

・
作
業
効
率
の
向
上

【
対
策
】

①
回
収
物
の
店
舗
で
の
仕
分
け
を
徹
底

②
作
業
の
軽
減
に
よ
る
効
率
化

B
e
fo
r
e

A
ft
e
r

【
従
来
の
対
策
】

①
入
庫
受
付
管
理
シ
ス
テ
ム

②
場
内
整
理
と
バ
ー
ス
の
確
保

③
商
品
の
共
有
化

【
追
加
の
対
策
】

①
入
庫
受
付
管
理
シ
ス
テ
ム
の
デ
ー
タ
化

②
場
内
作
業
員
の
増
員

③
指
図
書
の
入
手
場
所
の
複
数
化

・
入
庫
か
ら
出
庫
ま
で
２
時
間
（
待

機
時
間
3
0
分
以
内
）
に

・
待
機
時
間
の
削
減
に
よ
る
労
働

時
間
短
縮

A
ft
e
r
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＜
支
給
対
象
と
な
る
取
組
例
＞

◇
労
働
時
間
管
理
の
適
正
化
に
資
す
る
機
器
等
（
労
務
管
理
用
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
・
機
器
、
デ
ジ
タ
ル
式
運
行
記

録
計
等
）
の
導
入
・
更
新

◇
労
働
能
率
の
増
進
に
資
す
る
機
器
等
（
小
売
業
の
Ｐ
Ｏ
Ｓ
装
置
、
自
動
車
修
理
業
の
自
動
車
リ
フ
ト
、
自
動

洗
車
機
等
）
の
導
入
・
更
新

◇
社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

＜
助
成
額
＞

助
成
割
合
は
助
成
対
象
の
費
用
の
最
大
３
／
４
、
最
小
１
／
２
上
限
額
１
０
０
万
円

＜
支
給
実
績
＞

平
成
２
５
年
度

２
９
９
件

平
成
２
６
年
度

２
２
１
件

＜
支
給
対
象
と
な
る
取
組
例
＞

◇
労
働
時
間
管
理
の
適
正
化
に
資
す
る
機
器
等
（
労
務
管
理
用
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
・
機
器
、
デ
ジ
タ
ル
式
運
行
記

録
計
等
）
の
導
入
・
更
新

◇
労
働
能
率
の
増
進
に
資
す
る
機
器
等
（
小
売
業
の
Ｐ
Ｏ
Ｓ
装
置
、
自
動
車
修
理
業
の
自
動
車
リ
フ
ト
、
自
動

洗
車
機
等
）
の
導
入
・
更
新

◇
社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

＜
助
成
額
＞

助
成
割
合
は
助
成
対
象
の
費
用
の
最
大
３
／
４
、
最
小
１
／
２
上
限
額
１
０
０
万
円

＜
支
給
実
績
＞

平
成
２
５
年
度

２
９
９
件

平
成
２
６
年
度

２
２
１
件

現
行
施
策
の
例
②
：
中
小
企
業
事
業
主
に
対
す
る
「
職
場
意
識
改
善
助
成
金
」
の
支
給

現
行
施
策
の
例
②
：
中
小
企
業
事
業
主
に
対
す
る
「
職
場
意
識
改
善
助
成
金
」
の
支
給

平
成
２
７
年
度
予
算
額
２
２
１
，
２
２
１
千
円

平
成
２
７
年
度
予
算
額
２
２
１
，
２
２
１
千
円

中
小
企
業
事
業
主
が
労
働
時
間
等
の
設
定
改
善
を
す
る
た
め
の
計
画
を
策
定
し
、
「
所
定
外
労
働
時
間
の
削

減
」
、
「
年
次
有
給
休
暇
の
取
得
促
進
」
等
の
必
要
な
措
置
を
講
じ
、
効
果
的
に
実
施
し
た
場
合
に
助
成
金

を
支
給
す
る
。

中
小
企
業
事
業
主
が
労
働
時
間
等
の
設
定
改
善
を
す
る
た
め
の
計
画
を
策
定
し
、
「
所
定
外
労
働
時
間
の
削

減
」
、
「
年
次
有
給
休
暇
の
取
得
促
進
」
等
の
必
要
な
措
置
を
講
じ
、
効
果
的
に
実
施
し
た
場
合
に
助
成
金

を
支
給
す
る
。

助
成
内
容
等

助
成
金
制
度
の
概
要
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第
1

回
北

海
道

ト
ラ

ッ
ク

輸
送

に
お

け
る

取
引

環
境

・
労

働
時

間
改

善
地

方
協

議
会

議
事

概
要

 
 

　
　

開
催

：
平

成
2

7
年

7
月

2
4

日
1

0
:
0

0
～

1
2

:
0

0
北

海
道

ト
ラ

ッ
ク

協
会

会
議

室

荷
　

　
　

　
　

　
主

ト
ラ

ッ
ク

事
業

者
そ

　
　

　
の

　
　

　
他

ま
と

め
・

そ
の

他
議

　
　

　
　

題

①
調

査
対

象
に

つ

い
て

は
、

座
長

、

事
務

局
が

選
定

す

る
こ

と
で

一
任

さ

れ
た

。

１
．

長
時

間
労

働
改

善
の

普
及

・
定

着
の

目
的

及
び

取
組

等
に

つ
い

て

 ２
．

北
海

道
ト

ラ
ッ

ク
輸

送
を

巡
る

諸
情

勢
に

つ
い

て  ３
.
 
ト

ラ
ッ

ク
輸

送
に

お

け
る

労
働

時
間

等
の

現
状

と
長

時
間

労
働

の
抑

制
に

向
け

た
取

組
に

つ
い

て

４
．

北
海

道
の

ト
ラ

ッ
ク

業
界

を
取

り
巻

く
諸

問
題

に
つ

い
て

５
.
 
ト

ラ
ッ

ク
輸

送
状

況

の
実

態
調

査
に

つ
い

て

①
ト

ラ
ッ

ク
運

送
事

業
者

と
は

良
好

な
関

係
を

築

い
て

い
る

。
本

州
間

輸
送

は
、

Ｒ
Ｏ

Ｒ
Ｏ

船
に

よ

る
運

送
が

全
体

の
７

割
を

占
め

て
い

る
。

ド
ラ

イ

バ
ー

不
足

対
応

は
、

一
貫

パ
レ

テ
ィ

ぜ
ー

シ
ョ

ン

等
の

取
組

で
対

応
。

②
道

内
の

運
送

に
対

し
て

道
路

整
備

、
積

載
重

量

の
緩

和
、

高
速

道
路

料
金

の
引

き
下

げ
、

人
材

の

確
保

等
行

政
、

関
係

者
の

協
力

が
必

要
。

鮮
度

が

重
要

な
も

の
は

、
本

来
高

い
単

価
で

売
る

こ
と

が

で
き

る
の

に
、

ト
ラ

ッ
ク

不
足

の
た

め
、

鮮
度

（
単

価
）

を
落

と
し

て
運

ぶ
事

案
が

発
生

。

③
改

善
基

準
告

示
に

よ
り

、
１

週
間

に
２

回
し

か

同
じ

運
転

者
を

使
用

で
き

な
い

。
荷

下
ろ

し
は

、

構
内

に
ト

ラ
ッ

ク
ダ

ン
パ

ー
を

設
け

て
そ

の
ま

ま

搬
入

可
能

と
し

、
ド

ラ
イ

バ
ー

に
負

担
を

か
け

な

い
よ

う
に

工
夫

。
製

品
輸

送
は

、
１

０
％

を
ト

ラ
ッ

ク
、

１
０

％
を

Ｊ
Ｒ

貨
物

、
残

り
を

チ
ャ

ー

タ
ー

専
用

船
（

Ｒ
Ｏ

Ｒ
Ｏ

船
）

で
輸

送
。

今
後

は

ト
ラ

ッ
ク

輸
送

は
道

内
の

運
送

が
課

題
。

④
立

地
法

で
搬

送
時

間
帯

の
規

制
が

有
り

、
規

制

の
中

で
ス

ム
ー

ズ
に

届
け

る
か

が
課

題
。

道
内

人

口
は

減
少

傾
向

で
人

手
不

足
。

労
働

時
間

が
長

い

か
ら

そ
の

業
界

は
魅

力
が

な
い

と
は

一
概

に
言

え

な
い

。
仕

事
に

魅
力

が
あ

れ
ば

就
業

、
定

着
も

可

能
。

長
時

間
労

働
に

と
ら

わ
れ

ず
に

魅
力

を
見

つ

け
て

い
く

こ
と

が
重

要
。

待
受

時
間

対
策

は
荷

下

ろ
し

前
日

の
予

約
制

を
導

入
。

ま
た

、
待

機
時

間

解
消

の
た

め
荷

下
ろ

し
ス

ペ
ー

ス
を

確
保

す
る

な

ど
待

機
時

間
を

解
消

。

①
当

該
、

割
増

賃
金

率
の

廃
止

に
つ

い

て
、

荷
主

の
理

解
を

図
っ

て
い

き
た

い
。

②
荷

主
の

理
解

を
得

る
た

め
に

は
、

運

送
事

業
者

自
身

の
レ

ベ
ル

ア
ッ

プ
が

必

要
。

会
員

の
レ

ベ
ル

ア
ッ

プ
研

修
を

行
っ

て
お

り
、

各
会

員
が

荷
主

に
対

し

て
荷

主
と

の
付

き
合

方
等

、
運

賃
交

渉

な
ど

行
っ

て
い

る
。

③
荷

主
の

中
に

は
、

ド
ラ

イ
バ

ー
に

対

し
て

荷
主

が
所

有
す

る
フ

ォ
ー

ク
リ

フ

ト
を

荷
下

ろ
し

の
た

め
に

使
用

さ
せ

、

労
働

災
害

が
発

生
し

て
い

る
事

例
が

あ

る
。

④
荷

主
に

対
す

る
運

賃
交

渉
の

際
に

、

改
善

基
準

告
示

遵
守

の
た

め
に

高
速

道

路
料

金
が

必
要

と
な

る
運

送
区

間
を

マ
ッ

ピ
ン

グ
す

る
こ

と
に

よ
り

、
高

速

道
路

料
金

の
負

担
を

求
め

て
い

る
。

①
改

善
基

準
告

示
を

守
る

こ
と

が
業

界
を

安
定

さ
せ

る
こ

と
に

繋
が

る
も

の
と

し

て
、

取
組

を
進

め
て

き
た

。
北

海
道

の
特

色
で

あ
る

農
水

産
物

の
ブ

ラ
ン

ド
を

ど
の

よ
う

に
し

て
守

っ
て

い
く

か
が

課
題

。

フ
ェ

リ
ー

運
賃

負
担

の
問

題
や

拘
束

時
間

２
時

間
を

休
憩

時
間

と
す

る
よ

う
要

望
。

北
海

道
は

改
善

基
準

告
示

の
遵

守
が

難
し

い
ほ

ど
広

大
で

解
決

の
た

め
に

シ
ャ

ー
シ

を
活

用
で

き
な

い
か

検
討

。
高

速
道

路
の

料
金

割
引

、
大

型
ト

ラ
ッ

ク
が

休
憩

で
き

る
駐

車
ス

ペ
ー

ス
も

要
望

。
ド

ラ
イ

バ
ー

不
足

は
、

業
界

の
意

識
を

変
え

る
こ

と
が

必
要

。
北

ト
協

で
は

「
ニ

ュ
ー

３
Ｋ

」

（
活

力
・

希
望

・
貢

献
）

の
取

組
を

実

施
。

ま
た

、
鉄

道
・

船
舶

等
、

他
モ

ー
ド

と
の

連
携

が
図

れ
な

い
か

。
北

海
道

発
の

運
送

に
鉄

道
の

冷
凍

コ
ン

テ
ナ

を
活

用
と

い
っ

た
工

夫
を

含
め

て
、

検
討

し
て

欲
し

い
。

（
ト

協
）

②
ト

ラ
ッ

ク
業

界
は

9
9

％
が

中
小

企
業

で
、

ド
ラ

イ
バ

ー
の

平
均

年
齢

高
く

若
い

人
が

い
な

い
、

労
働

力
不

足
で

し
か

も
労

働
時

間
が

他
の

産
業

と
比

べ
て

長
い

な

ど
、

今
、

対
策

を
講

じ
な

い
と

産
業

が
成

り
立

た
な

く
る

。
当

該
協

議
会

議
論

が
有

効
な

も
の

に
な

る
こ

と
を

望
む

（
労

働
団

体
）

議
　

題
　

ご
　

と
　

の
　

主
　

な
　

意
　

見
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